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ヤクーツクで TKR(韓半島縦断鉄道)を考える 

 

・・・・・略 

筆者は過去 6 年間、ベーリング海峡プロジェクトと韓日トンネルプロジェク

トの実現のため研究し広報してきた。韓日トンネルプロジェクトは、単に釜山

と福岡を結ぶ次元の事業ではない。韓日トンネルは韓半島縦断鉄道と結ばれ、

さらにシベリア横断鉄道網はもちろんのこと、今後建設されるベーリング海峡

の海底トンネルと結ばれて初めて大きな意味を持つ。 

 韓半島縦断鉄道を建設し、それを通して韓国の資本と技術、北朝鮮のマンパ

ワーが一緒になってシベリア開発に携われば、北朝鮮にとっても躍進の良い機

会となり、韓国も「島ではない島」から脱却し、広大なシベリアで韓民族の大

志を思う存分繰り広げ、活気に溢れる未来を開くことになるのである。我々全

てが未来の国家生存戦略という次元から今回の会議がもたらした意味を反すう

してみるべきである。 

[李龍欽] 

（この文は釜山日報 2011 年 11 月 4 日付、「CEO の生と夢」コーナーに掲載されたものを

そのまま転載した） 


